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盂蘭盆会式典 ～土曜開催で多くの会員が参拝～ 

京都教会の盂蘭盆会式典が 8月 1日に行なわれ、多

くの会員が参拝しました。昨年までは 7 月15日に行

なっていましたが、“よりご家族揃って参拝頂きたい”

との願いから、参拝しやすいと思われる土曜日に設定

したところ、法座席が満席になるほどの会員で埋め尽

くされました。 

  

式典は導入映像から始まり、読経供養、辞令授与、

説法、東教会長のお言葉と続きました。読経中、東教

会長が新仏 118 体を、教師資格者が戒名約 6,800

体・先祖代々1,300 体を真心込めて読み上げ、法座席

は荘厳な雰囲気に包まれました。 

辞令授与では壮年部副部長 1名が新たに任命され、

教会としては壮年部長1名・副部長3名で大黒柱の役

割を果たしていけるよう体制を整えていくことになり

ました。 

東教会長はお言葉の中で、冒頭に熊本地震について

哀悼の意を表するとともに包括地域の教会の被災状況

の報告をしながら、被災者を案じ更なる被害が広がら

ないようにお互いさま祈念をさせて頂きたいと述べま

した。続いて、八坂神社で7 月31 日に行なわれた祇

園祭の納めの神事にあたる『疫神社夏越祭（えきじん

じゃなごしさい）』に参拝させて頂いたと報告。その際

に授与された“茅の輪（ちのわ）”を披露し、教会東玄

関にしつらえる予定だとしました。神社で“茅の輪”

をくぐる際には“蘇民将来之子孫也（そみんしょう 

らいのしそんなり）”と唱えると厄気を祓い疫病から守

って頂けると祇園信仰を紹介し、私たちがその子孫で

あると解説しました。 

その後、盂蘭盆会の意義についてかみしめ、庭野開

祖のご法話から『佼成会の教えは“先祖供養”“親孝行”

“菩薩行”です。数えきれないほどのご先祖さまがい

て下さって、その命が途切れることなく繋がったその

お陰さまで、今ここに私が存在しています。数限りな

いご先祖さまの命が途切れることなく繋がった結果、

今の自分を本当に生かしてくださる命の元です』と述

懐しながら解説しました。 

そして「今日はご先祖さまに感謝申し上げ、一番心

温かくなる日であって、自分の命の根源を改めて見つ

めることが大事」だとしました。昔は方便で“あんた

の家の因縁は悪い”という言葉が使われましたが、庭

野開祖からは飛び上がるぐらいに怒られ『ご先祖がど

んな思いで生き抜いたと思ってるんだ。二度と言うん

じゃないよ』と諭されたことを振り返りました。「ご先

祖に感謝するその心が自分を温かくし、それが人に優

しく出来る自分になれ、自分の価値をさらに高めてい

くことが出来る。それが大きな功徳」だとしました。 

説法の内容にもふれ、現象を通して懴悔・気付き・

感謝、そして決意をされる姿を拝見し、自身の価値を

高められる修行をされてきたと振り返りました。東教

会長自身も父親を亡くしたことを振り返りながら“佼

成 7月号”の庭野会長ご法話の中から“亡き人とも出

会い直す”について現象を通して“仏さまは何を教え

て下さっているのだろう”と考えることの大切さを述

べ、それは朝夕のご供養の中で読誦する“仏説観普賢

菩薩行法経”に重要な一節があると解説しました。 

最後に教会信行目標である“仏さまと出会い サンガ

と語り合って 心田を耕そう”をかみしめ締めくくりま

した。 

 

京都教会ビデオレター９月号 配信中 ～東教会長発～ 

ビデオレター９月号が京都教会のホームページで公開

されています。パスワードは各支部長にご確認下さい。

https://rkk-kyoto.jp/archive1/20260901 

左記の QR コードをスマートフォンで読

んで、ご覧頂くことも出来ます。 

地区単位、各家庭においても視聴し、 

1 ヶ月の修行目標とさせて頂きましょう。 

令和８年、私たちは「仏さまと出会い サンガと語り合って 心田を耕そう」を実践して参ります。 

京都教会のホームページもご覧下さい。https://rkk-kyoto.jp/（右のＱＲコードからご覧頂けます） 
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聖壇布教決起大会 ～聖壇を担う壮年が精進を誓う～ 

京都教会壮年部は「聖壇布教決起大会」を８月２２

日、法座席で行ない、聖壇を担う壮年部員が参集しま

した。午前中に行なわれたこの大会では、将来を見据

え、聖壇役員としてどのような取り組みが出来るかを

見い出す目的で企画されました。 

開式直後の本部聖壇組長は挨拶の中で「壮年の役割

は、コロナ前までは“聖壇”・“宿直”・“明社”でした

が、コロナ後は“聖壇”のみとなったことを受け、そ

れをどう受け止めていくか皆さんと考えたい」とし、

自身が苦しみの中、法の真理を実感したことで救われ

たことを紹介し、「このご法をどこまでも広めて、喜び

を分かち合い、全員で考えて歩んでいきたい。そして

全員で幸せに、ご法を理解して、3 年後の教会発足７

０周年、12年後の教団創立１００周年に向け、本日を

第一歩として踏み出して頂けたらと思っています」と

開催主旨を述べました。 

 

 東教会長のお言葉では、聖壇は教会の中心であるこ

とや、皆さんと心ひとつになってご供養するのは有難

いことだとしながら、「京都教会は、開祖さまの想いを

すべて注ぎ込んで建てられたものであって、随所にそ

れが現れており、この教会を守っていくのが我々の役

割だと思っています。本日は、自分たちの未来に向け、

第一歩を踏み出す日と感じています」と述べました。

また、8 月 21 日から大津市の東南寺で“戸津説法”

が始まったことに触れ、「“仏さまの教え”を信じる者

の幸せとは何か、それは、他を利する心持ちで生活す 

れば幸せが灯のように広がっていく。この他を利する

心持ちの中に幸せがあります」と語り、参加壮年全員

に“六波羅蜜”を書き出してもらい、「ささやかな布施

に始まり、良い習慣にしていき、継続すると仏さまか

ら智恵を授かります」と述べ、布施行が壮年部から教

会全体に広がっていくことに期待を寄せられました。 

続いて教会壮年部長は“事例報告”として自身の手

取り修行の様子を披露。相手からは「そっとしておい

て下さい」との返事だったが、2 年間のブランクをこ

ちらが作っていたことを申し訳ないと思い、今後もふ

れあいを継続していきたい心が湧いてきたことに、あ

りがたみを感じたと吐露されました。庭野開祖が「人

さまに喜んで頂くことが喜び」と言われていたと紹介

しながら、教団創立 100 周年の際には自身が 71 歳に

なっていることを考えると、どんどんと若い人に出会

いたいと述べ、67 周年記念行事のスローガンが「出逢

って、出会って、出合おう  」に決定したことを報告

されました。 

次に支部壮年部長1名から“体験説法”があり、支

部壮年部で、土日祝日の支部健幸行の際に“聖壇”の

担当を引き受け、長年取り組んできて、現在３組の聖

壇メンバーができていることや、その原点となった本

部聖壇役員の登用試験に合格したこと、その後の聖壇

修行で一緒だった元在京教会の方から「頂いたお役で

すが厳しい修業が待っています」の言葉をかけられた

ことで「聖壇に上がれる誇りと感謝を忘れるな」の心

持ちで取り組んでいること。そして、２１年間、支部

壮年部長のお役を通してつらいこともあったが、近畿

支教区壮年研修会で「壮年部長さんは一人ひとりの心

配行をすることですよ」と言われ、救われたことを述

懐されました。 

その後は3 人法座で熱心な話し合いがなされ、午後

からは約1 時間、東教会長を囲んで懇親会を開催。午

前中のそれぞれの法座で話し合われたことを分かち合

い、今後の精進を誓いました。 

 

少年部聖壇勉強会 ～鐘・木鉦・太鼓を熱心に練習～ 

京都教会少年部は夏休み最後の日曜日となる 8月23日、法座席において今年 2回目の聖壇勉強会を実施し、

小中学生 6 名の参加がありました。午前 10 時から始まった勉強会では、鐘・木鉦・太鼓に分かれ本部聖壇役

員が指導、約12 分ごとにローテーションし、すべての鳴り物を体験することが出来ました。最後には 2組が 

聖壇に上がって実際に音合わ

せをし、短時間の練習の成果

を披露しました。「いい感じで

叩けた」「楽しかった」「頑張

れた」など明るく前向きにと

らえる小学生の姿に指導員も

笑顔がこぼれました。    

 


